
行是（1966年制定）

 役職員一人ひとりの環境意識を高めるとともに、透明度の高
い情報開示に努め、心身ともに「クリーンバンクしがぎん」の
実現を目指しています。

「クリーン」に込めた４つの思い
省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」1

倫理観の強い行員づくり3
透明度の高い情報開示　　　　　 (1999年に宣言)

2007年制定

4

「環境対応型金融商品・サービスの開発、提供」による
地域への環境保全活動への働きかけ

2

地球環境との　 存 　栄共 共

地域とともに歩む銀行として、お客さまの
信頼と期待にお応えするため、「健全」と
「進取」の精神を貫き、地域社会の発展に
努めます。

当行は、ＣＳＲ（企業の社会的責任）を「社会の持続可能な発

展のために、社会の一員である当行が果たすべき責任」と

位置づけ、「環境」「福祉」「文化」を３本柱としたＣＳＲ活動を

展開しています。

行是「自分にきびしく　人には親切　社会につくす」の精神を

原点とし、「クリーンバンクしがぎん」を目指して、ＣＳＲ憲章

（経営理念）に掲げる「地域社会」「役職員」「地球環境」との

「共存共栄」の実践に努めています。

ＣＳＲのしがぎん

　私たちは、伝統ある近江商人の「三方よし(売り手よし、買い
手よし、世間よし)」の精神を継承した行是「自分にきびしく 人には
親切 社会につくす」をＣＳＲ（企業の社会的責任）の原点とし、社会
の一員として「共存共栄」を実現してまいります。

　「ＣＳＲ憲章」に込められた「共存共栄」の精神を体現するため、具
体的指針「滋賀銀行の行動規範」を策定しています。(1)信頼の確
保と社会的責任の遂行(2)質の高い金融サービスの提供(3)法令
やルールの厳格な遵守など、８項目の指針を掲げています。

 ＣＳＲ活動の中長期的計画や毎年度の取り組み内容等を組織
横断的に協議することを目的に、頭取を委員長とする「ＣＳＲ委
員会」を年３回開催しています。当行グループの全役員が一堂
に会し、ＣＳＲ活動の一層の充実に向けて、積極的な討議を行っ
ています。

役職員一人ひとりの人権や個性を尊重し、
働きがいのある職場づくりに努め、心身と
もに「クリーンバンクしがぎん」の実現に努
めます。

琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命
として「環境経営」を実践し、地球環境を守
り、持続可能な社会づくりに努めます。

1999年10月制定
2010年4月改定

　当行は、「未来からの預かりもの」である琵琶湖を擁する滋
賀県の地元銀行として、「環境金融」の更なる充実により、持続
可能な社会づくりに貢献するとの使命を再認識し、「お金の流
れで地球環境を守る」との気概で、「地球温暖化防止」ならび
に「生物多様性保全」に向けた取り組みの実現に努めてまいり
ます。

省資源・省エネルギー活動
金融サービスを通じた環境保全
環境関連法規等の順守
全員参加と啓発
環境方針の公開

2010年8月制定

　当行は、多彩ないのちを育む世界有数の古代湖・琵琶湖畔に
本拠を置く企業の社会的使命として、経営に環境を取り込んだ
「環境経営」を実践し、地域の皆さまとともに「地球の恵み」であ
る生物多様性の保全、さらには持続可能な社会の実現に努めて
まいります。

役職員自らが生物多様性保全の活動を
展開する
地域の皆さまと連携し、ネットワークづくりに
取り組む
環境対応型金融商品・サービスの提供により、
生物多様性保全に努める　　

エコオフィスづくり

環境金融 環境ボランティア

ヨシ刈りボランティア
外来魚駆除・
釣りボランティア

ソーラーパネル
エコスタイル

リサイクル

環境方針 生物多様性保全方針

クリーンバンクしがぎん ＣＳＲ憲章（経営理念）

滋賀銀行の行動規範

ＣＳＲの推進態勢

役職員との　 存 　栄共 共

地域社会との　 存 　栄共 共
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人類共通の課題である環境問題。経済のグリーン化の実現は喫緊の課題です。　　
当行は、琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命として、「環境経営」を主軸としたＣＳＲを追求し、
地球温暖化防止や生物多様性保全、更には持続可能な社会の実現に努めています。

環境経営
　当行は、経営に環境を取り込んだ「環境経営」を銀行経営の要諦と位置づけ、

省資源・省エネルギー活動に努める「エコオフィスづくり」、本業を通じた環境保全への取り組みとして
金融に環境を組み込んだ「環境金融」ならびに「環境ボランティア」活動を展開しています。

CSRのしがぎん

地球環境との　 存 　栄共 共

76 地球環境との　 存 　栄共 共




